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吾妻山 
 
○概況 
吾妻山の火山活動は比較的穏やかに経過しました。 

地震回数、大穴火口付近の噴気の状態に大きな変化は見られませんでしたが、引き続き火山活動の推

移を注意深く見守る必要があります。 

 

地震活動の状況 
火山性地震の月合計回数は 54 回と２月（60 回）と同程度でした。震源が精度良く決まる規模の地震

は発生しませんでしたが、地震は引き続き一切経山の南東側で発生しているとみられます。 

このうち、山体直下の浅いところを震源とする低周波地震は２回観測されました。 

火山性微動、モホ面付近（深さ 30km 前後）が震源とみられる低周波地震は観測されませんでした。 

 

噴気活動の状況等 
遠望観測（監視カメラ）では、大穴火口付近の噴気が、時折観測されましたが、噴気の状態に大き

な変化はありませんでした。 

 

地殻変動観測 

 ＧＰＳによる観測では、特に変化は認められませんでした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

欠測中 

吾妻山観測点配置図 

吾妻山　（高湯－五色）
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ＧＰＳ基線長（2002.1～2002.3） 
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